
 

 

 

  ④ 世帯構成の推移 

大井町の世帯数は 2010 年まで増加し、2015 年は減少に転じています。反対に平

均世帯人数は年々減少傾向にあり、核家族化や少子化、単身世帯の増加が進んでい

ます。 

また、単身世帯が全世帯に占める割合は、1990年は 16.37％でしたが、2015年は

22.09％に増加しています。 

 

図表４ 大井町の世帯構成の推移 

 

出典：国勢調査   
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（２）将来人口の推計結果について 

2060年までについて、以下の３通りの条件の下で人口推計を行った。 

 

■ケース①：現在の人口動態が 2030 年まで継続し、2031 年以降は人口移動がなくなるも

のとして純移動率を０とした場合 

■ケース②：ケース①の条件に出生率が回復するとした場合 

（2015年～2017年の３カ年の平均出生率 1.22が、2060年に国及び県の長期

ビジョンで示された出生率 2.07を線型的に達成すると仮定した場合） 

■社人研推計：国立社会保障・人口問題研究所(以下「社人研」という)が、2015年の国勢

調査を基に推計した、2045年までの男女年齢(５歳)階級別の将来人口。 

 

図表 21－１ 将来人口推計による総人口の推移 

 

 

図表 21－２ 将来人口推計による年次別総人口の推移 

 

※ ケース①及び②の総人口には、年齢不詳人口 34名を含む 
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